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Kósçak Yamada’s Japanese songs and his accent theory 







During the period when Japan was rapidly adopting Western culture, Kósçak 
Yamada (1886~1965), who had studied musical composition in Berlin, thus became a 
pioneering composer of Japanese songs in Western musical form. In over 600 songs, he 
framed a compositional theory based on the accents of a poem, which favorably 
influenced the Japanese song creation system. 
For this thesis, 136 of Yamada’s songs were considered. I analyzed how his 
characteristic “accent theory” was put into practice in his songs. Additionally, from the 
viewpoint of a performer, I researched how we can interpret songs that do not conform 
to the theory. Based on the results, I considered the meaning of the theory for Yamada 
himself. 
Consequently, I divided his songs into four periods: a beginning period (1910), a 
skeptical period (1911~16), an advocative period (1917~26), and a mature period (1927 
onward). I confirmed that an advocative period shows it’s turning point of his songs; 
since then, the majority of his songs, such as “Karatachi no hana” embodies his accent 
theory. 
However, accent theory was not omnipotent theory: about 30% of his works do not 
agree with the theory. Moreover, in these anti-theory parts of the songs tend to convey 
“word’s meanings” through musical expression rather than through simply the sound 
of the “word” itself. It became clear that Yamada’s songs cannot comprehend with 
accent theory alone. 
Facing the problem of combining Western sound and Japanese poetry, Yamada 
attempted not only to solve the problem through accent theory but also dared to violate 
certain restrictions: he attempted to express delicate feelings and provide an 
impression of the nuances of the Japanese language, and I affirm that both these are 
Yamada’s great achievements. Until now, studies on Yamada’s songs have tended to 
explore whether his songs agree with accent theory. In this thesis, however, by 
considering various attempts at Japanese expression in his anti-theory songs, I 
suggest that I have been able to evaluate Yamada’s achievement more exactly than has 
been previously possible. 














































 山田が歌曲創作におけるアクセント理論を提唱するに至った時間的経過は、表 1 のよう
にまとめることができる。 
表 1 
年号 代表的歌曲作品の一部 作品数 山田の言説 
1910 年 《嘆》《風ぞゆく（さすらひ 3）》《燕》 
《異国》 
10  
1911 年   《ふるさとの》  2  
1912 年 《涙》 1  
1913 年 《すすり泣く時》《信仰と牢獄》《樹立》 
《わが世の果ての（さすらひ 2）》 
4  









ト」プログラム、1916 年 1 月および『山田耕筰歌曲集 露風
之巻』、1919 年 9 月を一篇にまとめたもの） 
1920 年 《風に寄せてうたへる春のうた》 10  






1950 年 9 月）（1922 年頃を回想する 1950 年の言説） 
 






第二巻第二号、1923 年 2 月） 
 
アクセント理論について山田が考察を始めたのは、留学中の 1910 年から 1913 年にかけ










楽の融合を計」（山田 2001b: 581）り、多くの作品を発表し始めた。1923 年になると、ア
クセント理論を明示する記述「歌謠曲作曲上より見たる詩のアクセント」を発表し、具体













































  か ら た ち の   は な が さ い た よ 
高        ●     ● 
中  ● ● ● ●  ●    ● ●  
低 ●        ● ●    
か ら た ち  の は な が さ い た よ 
       ○     ○ 
 ● ● ● ● ○ ○   ● ● ○ 
●       ● ●   ○ 
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不一致部分が 0~2 か所の作品 
不一致部分が 3 か所以上の作品 
(そのうち不一致部分が 6 か所以上の作品) 
 
一致率 
1910 10 2 8(2) 20％ 
1911 2 1 1 50％ 
1912 1 1 0 100％ 
1913 4 3 1 75％ 
1914 1 1 0 100％ 
1916 1 0 1 0％ 
1917 7 6 1(1) 86％ 
1919 10 6 4(2) 60％ 
1920 10 4 6(2) 40％ 
1922 11 10 1 91％ 
1923 7 6 1 86％ 
1924 9 4 5(1) 44％ 
1926 5 4 1 80％ 
1927 3 3 0 100％ 
1928 2 1 1(1) 50％ 
1929 1 1 0 100％ 
1930 1 1 0 100％ 
1932 4 3 1(1) 75％ 
1933 2 2 0 100％ 
1936 1 1 0 100％ 
1937 2 2 0 100％ 
1938 2 1 1 50％ 
1945 4 4 0 100％ 
1947 1 1 0 100％ 
1949 1 1 0 100％ 
1953 1 1 0 100％ 
1954 1 0 1(1) 0％ 
1955 2 2 0 100％ 
1956 1 1 0 100％ 
1959 1 0 1 0％ 
不明 28 20 8(3) 71％ 
（一致率の少数点は四捨五入） 
次に、表 2 における対象作品数の分布を年代ごとにグラフに表すと、以下の表 3 のよう
になる (5)。1910 年、とんで 1917~1926 年は毎年 5 曲以上作曲されて比較的多作であり、
その他の年代は全て 4 曲以下である。この作品数の推移の傾向から、本論文においては山
田の作曲時期を表 4 に示す 4 期に区分することとする。表 4 の右欄は、表 2 に基づいて算





























年代 区分 作品数 一致率 
1910 第 1 期 開始期 10 20％ 
1911~1916 第 2 期 懐疑期 9 67％ 
1917~1926 第 3 期 提唱期 59 68％ 
1927 以降 第 4 期 円熟期 30 83％ 
1910 以降の全曲 
（年代不明含む） 
 136 68％ 























































しさを感じさせる部分である。14 小節の 6 拍めで mf で As から入り、15 小節で G-As-F
と緩やかに 2 拍ずつ進行する際に pp で入り、mf になり、pp に戻るということを 1 小節
間で行い、さらに次の 16 小節でも p で入り mf になり p に戻り、また次の 17 小節へ松葉
ひ と の い の ち の お し く も あ る か な 
   ○    ○        
 ● ● ○ ●    ●   ●  ○  
●     ● ● ○  ● ●  ● ○ ● 








声の移り変わりが多く、特に 15~16 小節の「惜しくも」の部分では長三度下の Heses-dur
（譜面上は異名同音調の A-dur で記譜されている）を経由して 16 小節の 3 拍めで Des-dur
の主和音へ戻る。しかし、17 小節の頭では Des-dur の 4 度の 7 の和音に移り、17~18 小
節を通して半音階的な進行を伴い変化を続ける。この曲では、様々な調を経由し、半音階




















た ま の お よ た え な ば た え ね 
   ○         
 ● ● ○ ○  ● ○   ●  
●    ○ ●  ○ ● ●  ● 
 






最高音がある点、フレーズ全体で p と f の間を揺らぐ繊細なディナミークと、4~5 小節の














れていない中、歌が p で入る。「青き臥床を」まで一息で歌い抜けるとき、「青き」で p か
ら cresc.で fへ膨らみ、decresc.でディナミーク上は一度減衰するにも関わらず、即座に「し」 
譜例 5 
 
あ お き ふ し ど を わ れ か ざ る 
○       ○     
 ●   ●   ○ ○  ● ● 
○  ● ●  ● ●  ○ ●   
 




に向かってオクターブ跳躍とともに ff、brillante e con fuoco が急激に要求される。その矢












ち、「あ」が mf で始まり、そののち 9 小節の 2 拍めで cresc.がかか
り、10 小節の f へ向かう。高音に向かい表現が膨らむこと自体は自
然だが、decresc.の流れから休符を挟んで「あ」の部分が低音であ
りながら mf で始まる箇所は特徴的である。8 小節で伴奏形が fz で入り 3 拍で pp まで減






あ く の む し 
     
●    ○ 
 ● ● ○ ○ 

















最後の「蜜ある日なり」という部分の抑揚の分析表は例 8 のように示すことができる。 
例 8 
譜例 8 と照合すると、「る」の部分が f と brillante の指示
で作品中の最高音 fis に長い音価で上行し、アクセントと
異なる音楽の進行が強調されていることが分かる。ここで
は、続く「日」の部分で ff と molto riten.が要求されてい
ることが表現のヒントとなっている。「日」にかけて一層劇










さ む さ の 飢 え の 
○       
 ○    ● ○ 
○  ○ ● ●  ○ 
み つ あ る ひ な り 
○       
○ ○   ●   
 ○ ● ●  ● ● 
25 





































































『山田耕筰作品全集 7[独唱曲 3]』（東京: 春秋社, 1991） 
 































































136 曲中 21 曲の有節歌曲に限って調査したところ、21 曲中 12 曲（約 57％）が一致傾向を示す作品であ
り、有節歌曲であるがために不一致部分が増えるという確かな結果は得られなかった。そのため、21 曲




の有節歌曲は通作歌曲と同様の調査対象として表 2 に含まれている。 
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